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｢L. はじめ先

人は､音の物理的性質 (音圧､パワースペクトル

など)を感覚器官で感じ､それを主観的特徴 (音の

大きさ､高さ､鋭さなど)に変換して受け取る｡音

に対するイメージ (澄んだ音､優雅な音､重々しい

普)は､この主観的特徴の組み合わせによって形成

されると考えられる (図｡1)｡ このような処理は､人

が暗黙の内に行っており､音の物理的性質と形成さ

れるイメージとの関係を明示した例は無い｡このよ

うな関係をデータベース化することが出来れば､ユ

ーザのイメージに合った音を検索､推奨するシステ

ムや､ユーザのイメージに合わせて音を編集するシ

ステムなどに応用することが出来る｡既存の研究 1)2)

では､音の物理的性質と主観的特徴の関係を調べた

論文は多数あるが､主観的特徴とイメージの関係を

調べた論文は少ない｡そこで本研究では､音の主観

的特徴とイメージ間の関係を表すデータベースの構

築を試みる｡

慧n 宜観 的特徴とィ.?Q怠-･i3';

主観的特徴とは､人が聞いて感じた主観的な音の

特徴であり､イメージを構成する因子であるとする｡

我々は既存の研究 3)4)に基づき､10の主観的特徴

(表｡1)を採用した｡イメージは､音の特徴､また

は自らの心理を描写した形容詞であるとする｡ この

うち､心理を描写したイメージは人の経験や心理状

態に大きく影響されるため､個人差が強く､音響的

特徴との因果関係が希薄である｡そのため､このイ

メージについては､今回扱わない｡一方､音の特徴

を描写したイメージは､物理的性質と強い因果関係

を持つ｡本研究では､このような音の特徴を描写し

た40のイメージ (秦.2)を対象とする｡

･過去の経験
･心理状況など

イメー瑛心理渦
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図.1イメージ変換の流れ
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慧N 審法

我々は被験者に楽器音を提示し､アンケー トによ

り提示音の主観的特徴とイメージを尋ねた｡このア

ンケー ト結果から音の主観的特徴とイメージの関係

を表すデータベースを構築した｡

表｡110の主観的特徴
大きさ､高さ､美しさ､明るさ､やわらかさ､鋭さ､鮮明さ､

派手さ､迫力､響き
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表｡311の楽器音
ピアノ 木琴 パイプオルガン フルート
ディストーションギター ヴァイオリン ハープ オーケストラヒット
トランペット フレンチホルン アルトサックス

3丑 楽器音翰提示

被験者に提示される音は､11種類(表｡3)の楽器音

であり､MIDI音源 (YAMAHAMU128)によって

演奏される｡楽器音は､高さC4(基本周波数260Hz)､

音量100､VelocitylOOで統一した｡演奏は楽器音 を

2秒鳴らしその後無音を1秒､これを3回繰り返す｡

3.5:yl.ア三㌔ケ- ト方法

まず､楽器音を提示し､10の主観的特徴に対する

印象を9段階のSD法により被験者30名(20代男女)

に回答させた｡次に､音のイメージを40のイメージ

から選択させ､そのイメージに影響を与えたと思わ

れる主観的特徴にチェックをつけさせた｡

乱3.デ-事務-スの構築粛法

40のイメージに対して､10の主観的特徴ごとに

印象度､重要度を求め､データベースを構築する｡

印象度とはあるイメージがどのような印象を表現す

るかを表す値で､1-9の値をとる｡例えば､あるイ

メージの主観的特徴｢美しさ｣の印象度が2ならば､

そのイメージは美しい印象を表現しており､逆に 7



ならば､そのイメージは汚いことを表現している｡

あるイメージAの主観的特徴 Bに対する印象度は､

アンケー トにおいて､イメージ語群からAが選ばれ､

かつ主観的特徴 Bにチェックがつけられた回答の､

主観的特徴Bの印象尺度の平均値となる｡

重要度はその主観的特徴がイメージにとってどれ

ほど重要かを表す値で､0-1の値をとる｡ 例えばあ

るイメージの鋭さの重要度が高いとするとも鋭さは

そのイメージを構成する重要な因子であることを表

す｡あるイメージAの主観的特徴 Bの重要度は､イ

メージ語群からAが選択され､かつ主観的特徴 Bに

チェックされた数を､イメージ語群からAが選択さ

れた数で割 った値となる｡

襖抄 構 築結 果

3章に示した手順で構築した主観的特徴とイメー

ジ間の関係を表すデータベースを表｡4に示す｡表に

示されるように各イメージと主観的特徴間の関係が､

印象度と重要度によって記述されている｡ 表.埠での

イメ-撃r乾bW=封ま､主観的特徴の柔らかさ､鋭さ､

響きの重要度が高い｡それぞれの印象度から...イメ

･-て:I,｢乾いた｣は硬く､鋭く.､ 響きの長い音となる｡

臥 評価藍考察

5丑 評価溶法

本評価は､構築したデータベースが主観的特徴と

イメージ間の関係を正しく記述しているか否かを確

認するために行った｡まず､イメージの主観的特徴

のうち､重要度が 0.4以上のものを抜き出した｡次

に､イメージの類義語を類義語辞書 5)により探索し､

抜き出した主観的特徴のうち､3階層以内に存在し

たものの割合を算出した｡

5L2.評価結果と考察

表.5に評価結果を示す｡3階層以内に存在した主

観的特徴の割合は 59%であった｡3階層以内に存在

しなかった主観的特徴のほとんどは｢響き｣だった｡

今回､過去の研究の｢量的 ◎空間的因子｣に相当する

ものとして､主観的特徴 ｢響き｣を採用したが､｢響

き｣は他の主観的特徴よりも音響的な表現であると

いえる｡ しかし､評価に用いた類義語辞書は音響に

特化した辞書ではないため､音響的な表現である｢響

き｣が類義語として見つかりづらかったと考えられ

る｡このことから､｢響き｣を除外して計算すると､

割合は86%となる｡以上から､本データベースはイ

メージと主観的特徴の関係をある程度正しく記述で

きているといえる｡

また､ほとんどの被験者はイメージに影響を与え

7闇

る主観的特徴として ｢響き｣を多く選出していた｡

｢響き｣は空間的な広がりや残響の大きさなど多く

の意味を持つ暖味な主観的特徴だったため､このよ

うな結果になったと考えられる｡今後は､このよう

な意味の暖昧さを排除するような主観的特徴の選定

が必要であると考えられる｡

表｡4構築されたデータベース
イメージ 昏主観的特徴 印象 度 題 重 要 度 層
乾いた 大きさ 0 0 陸

高さ 5.2 0.17 巨
美しさ 8 0.14
明るさ 7.5 0.07
柔らかさ 7.3 0.55
鋭さ 3.9 0.45
鮮明さ 3.3 0.21
派手さ 7 0.03
迫力 7 0.03
響き 3.9 腐 0,59

A 項

表｡5評価結果

｢響勤を蔑む ｢慧勤を甑 ヽ

罵n お再 三封:i:.'.

本研究では､感性的な情報システムを実現するた

めに､音の主観的特徴とイメージ間の関係を表すデ

ータベースの構築を試みた｡評価実験によって､本

データベースは､ある程度正しい関係を記述してい

ることが明らかになった｡本データベースを応用し

た感性的な情報システムを構築することが今後の課

題となる｡
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